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研究成果の概要（和文）：睡眠日誌に基づく大学生の夜間睡眠時間は平日5.80時間、休日7.69時間であり、平日
1夜の携帯型脳波記録では臥床時間が5時間未満であった。この睡眠不足状態で、主観的眠気は休日の睡眠が長い
と軽減したが、客観的眠気（睡眠潜時反復検査; MSLT）は被検者の24%がナルコレプシー基準を満たした。
睡眠外来受診者では、ナルコレプシー1型（NT1）のMSLT診断閾値を検討した。各変数の閾値は、平均睡眠潜時2.
38分以下、入眠時レム期3回以上、平均レム潜時3.50分以下であった。NT1にはHLA-DQB1*06:02が寄与し、ナルコ
レプシー2型には若年・男性・睡眠負債が寄与した（ロジスティック回帰分析）。

研究成果の概要（英文）：The nocturnal sleep time of university students was 5.80 hours on weekdays 
and 7.69 hours on weekends based on sleep log, and total record time was less than 5 hours in 
portable electroencephalography on weekdays. In this sleep deprivation state, subjective sleepiness 
was alleviated when sleep time on weekends was long, but objective sleepiness (multiple sleep 
latency test; MSLT) fulfilled narcolepsy criteria by 24% of subjects.
For patients of daytime sleepiness, the receiver operating characteristic curve analyses appeared 
the optimal cutoffs for narcolepsy type 1 (NT1) were mean sleep latency less than or equal to 2.38 
minutes, three or more sleep onset REM periods and mean REM latency less than or equal to 3.50 
minutes. By logistic regression analysis, NT1 was associated only with the number of DQB1*06:02 
alleles, although narcolepsy type 2 was associated with younger age, male sex and a difference in 
sleep times between weekdays and weekends.

研究分野： 精神医学、睡眠学、臨床神経生理学
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本人の睡眠時間は世界的に最も短いこ
とが知られている（OECD, 2009）。NHK 放
送文化研究所（2011）の報告では、日本人の
睡眠時間は直近50 年間に約1 時間短縮して
いる。また、大都市・その周辺ほど睡眠時間
は短い（総務省, 2006）。現代日本人の、特に
都市部での睡眠不足（慢性部分断眠）は深刻
と言える。 
以下のような報告があり、睡眠不足は日中の
眠気に直結すると考えられる。睡眠時間が
7.50 時間以上の群に比べ、6.75～7.50 時
間・6.75 時間未満の各群では、睡眠潜時反復
検査（MSLT）中に入眠する危険性が各々
27%・73%上昇する（Punjabi NM ら, 2003）。
MSLT 平均睡眠潜時（MSL）8 分未満・8 分
以上の 2 群に分けて夜間睡眠時間を調べる
と、4.53 時間・6.10 時間と差が認められた
（Bradshaw DA ら, 2007）。 
眠気が強いと、MSLT における入眠時 REM 
期の複数回出現（SOREMPs）も増加する。
Singh M ら（2006）は、SOREMPs 出現率
は一般人口で 3.9％、MSLT MSL 5 分以下の
者では 9.5％、と報告している。 
また、断眠に対する脆弱性は一様ではない可
能性があり、HLA-DQB1* 06:02 は脆弱性
genetic biomarker 候補の一つとされる。 
 
(2)臨床では、情動脱力発作を伴わないナルコ
レプシー（N w/o C）（ナルコレプシー2 型; 
NT2）は MSLT に基づいて診断され、MSL 8
分以下かつ SOREMPs2 回以上が診断基準で
ある（AASM, 2005, 2014）。NT2 には情動脱
力発作を伴うナルコレプシー（N / C）（ナル
コレプシー1 型; NT1）に近い特性を持つ者か
ら、睡眠時間を確保すれば症状が消失する行
動誘発性睡眠不足症候群（BIISS）（睡眠不足
症候群; ISS）までが混在している可能性があ
り、真性 NT2 と ISS の鑑別は覚醒維持薬の
不適切使用を避けるためにも極めて重要で
ある。 
 
２．研究の目的 
(1)大学生の睡眠実態と睡眠脳波学的検討 
①NT2・ISS の好発年齢である健康若年者
（大学生）対象として、睡眠日誌（sleep log）
に基づいて習慣的睡眠時間を調査する。 
②睡眠日誌・HLA-DQB1 タイピングと自覚
的眠気（日本語版エプワース眠気尺度 ; 
JESS）調査を行い、習慣的睡眠時間・
DQB1*06:02 と自覚的眠気との関連を検討
する。一部被検者には、自宅での夜間睡眠を
携帯型脳波計で記録し、自覚的眠気と夜間睡
眠の関連性を検討する。 
③終夜睡眠ポリグラフィ（NPSG）・MSLT
を行い、学生の MSLT 特性を見出す。 
④NPSG・MSLT と同時に携帯型脳波計記録
を行い、携帯型脳波計による簡易 NPSG・簡
易 MSLT の妥当性を検討する。 
 

(2) NT1、NT2 患者の特性検討 
①NPSG・MSLT を行った者の MSLT 変数
（平均睡眠潜（ MSL ）、入眠時レム期
（ SOREMP）出現回数、平均レム潜時
（MRL））の NT1 最適カットオフ値を求める。
また、NT1・NT2 発症に寄与する生物学的要
因・睡眠習慣を明らかにする。 
②①とは別の被検者を用いて、NT1 基準の妥
当性を検討する。 
③上記①②の被検者を、NT1 基準を満たす
NT1（NT1a）・NT2（NT2a）、NT1 基準を
満たさない NT1（NT1b）・NT2（NT2b）な
どに分け、これらの特性を明らかにする。 
④MSLT 変数による群化 
①～③とは異なる被検者のMSLT変数（MSL、
SOREMPs 回数）を用いて、統計学的に群化
を試みる。純粋な数理統計学的解析から、従
来の MSLT 基準の妥当性を検討する。 
 
３．研究の方法 
学生を対象とした研究は文京学院大学保健
医療技術学部倫理委員会、外来受診者を対象
とした研究は神経研究所研究倫理審査委員
会・睡眠健康科学財団研究倫理審査委員会の
承認を得た。被検者には文書で研究の主旨・
方法などを説明し、同意を得た。 
(1)大学生の睡眠実態と睡眠脳波学的検討 
①大学生 264 名（女性 235 名、男性 29 名、
平均 19.2 歳）を対象として、睡眠日誌を 5
週間記録した。この日々の記録に基づいて被
検者毎に平日・休日の入眠・覚醒時刻、夜間
睡眠時間、午睡時間を算出した。さらに、群
としての各変数を算出した。 
②大学生 73 名（男性 18 名、女性 55 名、平
均 20.8 歳）を対象として、HLA-DQB1 タイ
ピング、睡眠日誌記録、日本語版エプワース
眠気尺度（JESS）記録を行った。46 名には
在宅脳波記録を 1 夜行った。JESS 得点の平
均・標準偏差から JESS 15 点以上を眠気の強
い群、15 点未満を弱い群として、各変数を群
間比較した。また、年齢・性別・DQB1*06:02 
allele 数・平日睡眠時間・休日睡眠時間を独
立変数、JESS 15 点以上を従属変数としてロ
ジスティック回帰分析を行った。 
③大学生 21 名（男性 8 名、女性 13 名、平均
21.4 歳）を対象として、HLA-DQB1 タイピ
ング、睡眠日誌記録、JESS、NPSG、MSLT
を行った。MSL 8 分以下かつ SOREMPs 2
回以上をナルコレプシー域、MSL 8 分以下か
つ SOREMPs 2 回未満を特発性過眠症域、
MSL 8 分を上回る正常域の 3 群で各変数を
比較した。 
④大学生 23 名（男性 9 名、女性 14 名、平均
21.5 歳）を対象とした。NPSG・MSLT と同
時に携帯型脳波計記録を行い、互いに独立し
て睡眠段階判定を行った。1 エポック毎の判
定一致率、Kappa 係数算出などを行った。 
 
(2) NT1、NT2 患者の特性検討 
①過眠を訴えて受診し、NPSG、MSLT、HLA



タイピングを行った 97 名（男性 39 名、女性
58 名、平均 25.0 歳）を対象とした。MSL、
SOREMPs 回数、MRL 各々の NT1 最適カッ
トオフ値を ROC 曲線により求めた。3 条件
全てを満たす例を NT1 基準陽性とし、感度・
特異度などを算出した。また、年齢・性・
HLA-DQB1*06:02 allele 数・平日睡眠時間・
平日と休日の睡眠時間差（睡眠負債）を独立
変数、NT1・NT2 を従属変数としてロジステ
ィック回帰分析を行った。 
②過眠を訴える新規患者 89 名（男性 44 名、
女性45名、平均24.0歳）を対象として、NPSG、
MSLT、HLA タイピングを行い、上記 NT1
基準の妥当性（感度・特異度など）を検討し
た。 
③上記①②の被検者 186 名（男性 83 名、女
性 103 名、平均 24.6 歳）を対象として、NT1
基準を満たす NT1（NT1a）・NT2（NT2a）、
満たさない NT1（NT1b）・NT2（NT2b）、
特発性過眠症（IH）、自覚的過眠（sHS）の 6
群に分け、背景・症状・睡眠変数を比較した。 
④①～③とは異なる被検者 154 名（男性 60
名、女性 94 名、平均 22.4 歳）の MSLT デー
タ（MSL、SOREMPs）を用いてクラスタ分
析を行った。群形成過程から、現ナルコレプ
シー診断基準（MSL 8 分以下、SOREMPs 2
回以上）、新規 NT1 基準の妥当性を検討した。 
 
４．研究成果 
(1)大学生の睡眠実態と睡眠脳波学的検討 
①大学生 264 名の夜間入眠時刻は平日 0.77
時、休日 1.25 時、覚醒時刻は平日 6.56 時、
休日 8.94 時であり、入眠・覚醒時刻とも休日
に後退していた（ともに p < 0.0001）。夜間
睡眠時間は平日 5.80 時間、休日 7.69 時間で
あり、平日に短く、休日に延長した（p < 
0.0001）。 
大学生の睡眠時間の国際比較では日本が最
も短く、男性 6.20 時間、女性 6.09 時間とさ
れるが（Steptoe ら, 2006）、本研究における
平日睡眠時間はさらに短い。18 歳以上の成人
では 7 時間以上の睡眠が推奨されており
（Watson ら, 2015）、日本の大学生の睡眠不
足状態は深刻と言える。 
②大学生 73 名に対して、HLA-DQB1 タイピ
ング、睡眠日誌記録、JESS を行った。JESS
平均＋1 標準偏差に基づき、JESS 15 点未満
（63 名）を対照とし、15 点以上を眠気の強
い 群 （ 10 名 ） と し た 。 年 齢 、 性 、
HLA-DQB1*06:02 陽性、平日・休日の入眠・
覚醒時刻、夜間睡眠時間、午睡時間を比較し
たところ、唯一有意差をみとめたのは、休日
の夜間睡眠時間であった（対照 7.47 時間、眠 

気の強い群 6.40 時間、p = 0.0083）。さらに、
ロジスティック回帰分析を行うと、JESS 15
点以上に寄与するのは休日睡眠時間であり、
休日睡眠時間が 1 時間長いと JESS 15 点以
上となるオッズ比は 0.25 であった（表 1）。 
携帯型脳波計による在宅睡眠脳波記録（46
名）では、記録時間（臥床時間）が 295.03
分であった。睡眠変数の中で対照群（41 名）・
眠気の強い群（5 名）間で有意差を認めたの
はレム潜時のみで、眠気の強い群で有意に短
かった（29.20 分 対 59.93 分、p = 0.0286）。 
以上より、自覚する眠気は休日の睡眠が長い
と軽減する（強くなりにくい）。しかし、在
宅脳波記録によると、臥床時間自体が 5 時間
と短く、学生の睡眠不足は睡眠日誌による記
録以上に深刻な可能性がある。 
③大学生 21 名を対象に NPSG、MSLT 等を
行った。これらの検査前に生活統制はしてい
ない。21 名中正常域は 6 名のみで、15 名 
（71%）は過眠症域であった（ナルコレプシ
ー域 5 名、特発性過眠症域 10 名）。3 群間の
比較で平日・休日の睡眠時間に差はなかった
が、過眠症域の 2 群は NPSG 睡眠潜時が短く
（ナルコレプシー域 7.10 分、特発性過眠症域
8.45 分、正常域 17.75 分、p = 0.0265）、睡
眠効率が高かった（ナルコレプシー域
96.12 %、特発性過眠症域 95.02 %、正常域
89.03 %、p = 0.0083）。MSLT MRL は 3 群
で差がなく、9.045 分であった。 
平日睡眠時間が 6 時間前後と短いため、
MSLT で過眠症域（MSL 8 分以下）になり易
いと考えられる。また、睡眠不足では NPSG
睡眠潜時が短く、睡眠効率が高いとされてい
る（AASM, 2005）。同じ 6 時間程度の平日睡
眠でも睡眠不足の程度に個人差があり、睡眠
不足度の高い者が過眠症域になると推測さ
れる。 
④大学生 23 名を対象に、NSPG・MSLT と
携帯型脳波計記録を同時に行った。各エポッ
クの睡眠段階一致率・Kappa 係数は、
NPSG・携帯型脳波計が 0.792・0.659、
MSLT・携帯型脳波計が 0.842・0.674 だった
（Kappa 係数 0.61～0.80 は「かなりの一致」
に相当し、「高い一致（0.81～）」には至らな 

 



 

 
かった）。携帯型脳波計は段階 W（覚醒）・段
階 R（レム睡眠）を過大判定し（p = 0.0003、
p < 0.0001）、D（徐波睡眠）を過少判定した
（p = 0.0005）ため携帯型脳波計記録は
NPSG と同等とは言えないが（表 2）、総睡眠
時間・睡眠効率・覚醒時間・入眠潜時につい
ては携帯型脳波計から NPSG の値を高度に
推定できた（R^2≧0.893）（表 3）。 
 
(2) NT1、NT2 患者の特性検討 
①過眠を主訴とする患者 97名を対象とした。
NT1 の最適カットオフ値は、MSL 2.38 分以
下、SOREMPs 3 回以上、MRL 3.50 分以下
であった。この 3 条件を全て満たす例を NT1
基準陽性とすると、感度 0.667、特異度 0.965、
陽性的中率（PPV）0.727、陰性的中率（NPV）
0.953 であった（表 4）。ロジスティック回帰
分 析 で は 、 NT1 に 関 連 す る の は
HLA-DQB1*06:02 allele 数のみで（表 5）、
オッズ比（OR）5.300 であった。一方、NT2
に関連するのは若年（OR 0.926／年）・男性
（OR 4.190）・睡眠負債（OR 1.360／時間）
であった（表 6a, 6b）。 
NT1 診断には、従来の MSLT ナルコレプシ
ー基準（MSL 8 分以下、SOREPMPs 2 回以
上）よりも厳しい基
準（NT1 基準）に設
定できる可能性があ
る。また、障害と関
連する要因として、
NT1 に は
HLA-DQB1*06:02 
allele 数（背景要因）
のみが関連したが、
NT2 には若年・男
性・睡眠負債が関連
していた（若年男性
が睡眠不足状態にあ
るとナルコレプシー
基準を満たし易い）。 
②上記①とは異なる
被検者 89 名で、上記
NT1基準のNT1診断
妥当性を検討した。
感度 0.643、特異度
0.933、PPV 0.643、
NPV 0.933 であった。 

 

 
特異度・NPV が高く、NT1 以外はほぼ NT1
基準を満たさない、NT1 基準陰性であればほ
ぼ NT1 を否定できると考えられる。 
③上記①②の被検者を 6 群に分け、背景・症
状・NPSG 変数・MSLT 変数を比較した。年
齢は NT2b・sHS が IH より若年であった。
NT1aは全例HLA:DQB1*06:02陽性であり、
睡眠麻痺・入眠時幻覚を示す例が NT2b・IH
より高率であった（表 7）。NPSG 変数では、
NT1a は中途覚醒（% WASO）・%段階 N1 が
NT2b・IH・sHS より高率で、レム潜時は短
く、SOREMP 出現が多かった。MSLT MSL・
SOREMPs 回数により 6 群に分けているが、
群分に用いていない MRL を見ると、NT1a・
NT2a が短く、また、NT1b は NT2b より短
かった。NT2b は IH・sHS と同等であった
（表 8）。 
NT1a は HLA-DQB1*06:02 陽性、睡眠麻痺・
入眠時幻覚が高率、夜間睡眠は WASO・N1
が高率で分断化を示し、SOREMP が多いな
ど、ナルコレプシーの中核群と考えられる。
一方、NT2b は NT1a のような特性はなく、
昼夜の睡眠潜時・SOREMP を除くと IH や 



図 1 形成された 3 群 
 
sHS と似た性状と言える。 
④①～③とは異なる 154 名の MSLT データ
をクラスタ分析した。3 群が形成され、群 1
はMSL8.75分以下かつ SOREMPs3回以上、
群 2はMSL10.13分以下かつ SOREMPs2回
以下、群 3 は MSL10.38 分以上であった（図
1）。凝集過程が進むと群 2 と群 3 が一群化し
た。 
MSLT ナルコレプシー基準では、SOREMPs 
2 回以上が採用されているが、群化過程をみ
ると SOREMPs 3 回以上が他と異なる線と
考えられる。 
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